
 

参考見積募集要領 

 

次のとおり、早明浦ダム貯水池内堆砂除去検討業務（仮称）に係る歩掛参考見積を募集

します。 

 

令和５年９月２０日 

 

独立行政法人 水資源機構 

池田総合管理所長 岩本 浩 

 

1．目的 

この参考見積募集は､池田総合管理所で予定している業務発注の積算の参考とするため

の作業歩掛を募集するものです。 

なお、この参考見積募集に対してご応募いただくことをもって、業務発注の指名（若し

くは競争参加資格）をお約束するものではありませんのであらかじめご承知ください。 

 

2．参考見積書提出の資格 

(1) 水資源機構における令和５･６年度一般競争（指名競争）参加資格業者の認定を受け

ていることとします。 

(2) 営業に関し法律上必要とされる資格を有していることとします。 

(3) 当機構から「工事請負契約に係る指名停止等の措置要領」（平成 6年 5月 31日付け 6

経契第 443号）に基づき、吉野川水系関連区域において指名停止を受けていないことと

します。 

 

3．参考見積書の提出等 

(1) 参考見積書は､作業項目毎に必要な作業員(技術者)、資機材の員数等を記載してご提

出ください。 

なお､参考見積書の様式は問いません。 

(2) 提出期間：令和 5年 9月 29日（金）から令和 5年 10月 6日（金）まで。 

ご持参いただく場合は、上記期間の土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日、

午前 9時から午後 4時までの間に(3)の提出先にご提出ください。 

(3) 提出先 

独立行政法人 水資源機構 池田総合管理所 所長 岩本 浩 宛 

【 担 当 】総務課 石川（いしかわ）、丸山（まるやま） 

〒778-0040 徳島県三好市池田町西山谷尻 4235-1 

電話 0883-72-2050 ＦＡＸ 0883-72-0727 

 



 

(4) 提出方法 

書面は持参、郵送、ＦＡＸ（印影のあるものに限る）のいずれかの方法によりご提出

ください。 

(5) 見積有効期限 

令和 6年 3月 31日までとし、必ず記載してください。 

 

4．参考見積内容 

(1) 業務内容 

本業務は、早明浦ダム貯水内に堆積した土砂の内、洪水調節容量内の堆砂除去工法を

検討するものです。 

(2) 業務作業項目及び数量 

作業内容は別添「見積仕様書」のとおりとします。 

(3) 業務費の構成と歩掛参考見積範囲 

1) 本歩掛参考見積を適用する業務費の構成は、当機構が別に制定する「積算基準及び

積算資料(各編)」(以下「基準書」という。)によるものとします。 

2) 歩掛参考見積範囲は、基準書で定義されている直接人件費のうち、上記(2)「業務作

業項目」を実施するために必要な作業員または技術者の人数とします。 

(4) 作業員(技術者)の職種と定義 

国土交通省が公表している最新の「設計業務委託等技術者単価」における「技術者の

職種区分定義」によるものとします。 

 

5．募集要領に対する質問 

この募集要領に対してご質問がある場合は、次のとおり、書面(様式は自由)によりご提

出ください。 

(1) 提出期間：令和 5年 9月 21日（木）から令和 5年 9月 26日（火）まで 

ご持参いただく場合は、上記期間の土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日、

午前 9時から午後 4時まで 

(2) 提出場所：3．(3)に同じ。 

(3) 提出方法：3．(4)に同じ。 

 

6．質問に対する回答 

質問に対する回答は、次のとおり閲覧に供します。 

(1) 閲覧期間：令和 5年 9月 28日（木）から令和 5年 10月 6日（金）まで 

(2) 閲覧方法：池田総合管理所ホームページ(https://www.water.go.jp/yoshino/ikeda/

index.html)の新着情報に掲載します。 

 

 



 

7．参考見積書作成及び提出に要する費用 

恐れ入りますが、参考見積提出者のご負担とさせて頂きます。 

 

8．問い合わせ 

ご提出いただいた参考見積書の内容について、こちらより問い合わせをさせて頂くこと

があります。 

 

以  上 
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令和５年９月 
 

 

 

独立行政法人 水資源機構 
 

池田総合管理所 
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業務内容 

第１節 業務目的 

 本業務は、早明浦ダム貯水池内に堆積した土砂のうち、洪水調節容量の堆砂除去工法

を検討するものです。 

 

第２節 業務場所 

業務場所は別添位置図のとおりとする。 

 

第３節 業務内容 

３－１ 計画準備 

  本業務の実施に先立ち、業務の主旨、目的を十分把握したうえで、業務遂行にあ

たっての実施方針、検討手法、検討工程、実施体制等をまとめた業務計画を作成し、

調査職員に提出する。 

 

３－２ 現地踏査 

  貯水池の堆砂状況や地形特性等の本業務検討に必要な現地情報を把握するため

現地踏査を実施する。 

   

３－３ 資料収集及び整理 

本業務を遂行するにあたり、必要な施設等の完成図、既往の堆砂対策検討資料、

堆砂測量結果等の資料を収集し、整理を行うものとする。 

 

３－４ 堆砂除去工法の計画立案 

  ３－２、３－３で収集した資料を基に貯水池内のどの地点にどの程度堆砂してい

るのか特定・整理を行い、堆砂除去工法の検討を行うものとする。 

（１）E.L.328.5m～343.0m 洪水調節容量内の堆砂除去工法検討 

洪水調節容量内に堆積している 2,358 千 m3 を対象に、堆砂形状について特定を

行う。特定した貯水池内の堆砂地点を対象とした、有効な堆砂除去工法の検討を行

う。その工法を実施するにあたり必要となる計画工程表、使用機械、施工方法、施

工管理、仮設計画について検討を行う。検討において、地すべりブロックに影響を

与えない計画とする。 

（２）概算費用の算出 

３－４（１）で検討した堆砂除去工法を基に概算費用を算出する。概算費用は、

各地点それぞれにおける全堆砂量を除去した場合の概算費用を算出する。 

（３）堆砂除去における課題等の整理 

堆砂除去工法の計画立案において、堆砂除去実施にあたり支障となる物件や該

当する関係法令等を確認し、制約条件・課題・問題点等を整理するものとする。 

 

３－５  照査 

照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、照査報告書の作成を行う。 

 

３－６   報告書作成 

受注者は、上記の各検討内容をとりまとめ、報告書を作成するものとする。 

―以上― 
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【参考様式】

件名　早明浦ダム貯水池内堆砂除去検討業務(仮称) 1業務あたり

項　　目 単位 主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員 備　考

１．計画準備 人

２．現地踏査 人

３．資料収集及び整理 人

４．堆砂除去工法の計画立案

　　　洪水調節容量内の堆砂除去工法検討 人

　　　概算費用の算出 人

　　　堆砂除去における課題等の整理 人

５．照査 人

６．報告書作成 人

合　　　　計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

※歩掛構成については参考であり、必要に応じて技術者等を変更して計上ください。


